
協力 泉南市子どもの権利救済委員会

会場 市民交流センター 大会議室 (樽井9丁目16-2） / 定員30名 / 要申込み

電話 (072-447-7747) または

メール (kodomo@city.sennan.lg.jp) で

「住所」 「氏名」 「連絡先」 を添えて
お申込みください。
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子どもの権利に関する条約が

泉南市に制定されてから13年。

2025年4月、泉南市子どもの

権利救済委員会が設置されました。

子どもの声を、話を、

聴くことについて学びます。
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主催 泉南市 健康子ども部 子ども政策課（072-447-7747）

二次元コードで
スマホからも簡単に
お申込みいただけます。

※8/6申込締切

子どもの権利救済委員会 吉永省三さん

7/16(木)14:00～15:30

阪上由香さん

7/30(木)14:00～15:30

浜田進士さん

7/23(木)14:00～15:30

子どもの権利救済委員会 伊藤あすみさん

8/6(木)14:00～15:30

子どもの権利条約総合研究所
副代表

｢子どもの話を聴く」ことの
意味と成り立ち

第三者機関として
子どもの声を聴く

学校と地域で子どもの声を聴く
子どもの声を聴く
弁護士の活動

子どもにやさしいまちづくり学習会

子どもの権利条約の最も重要な原則に位置づ
けられている「子どもの意見表明の権利」（第

12条）について、その子どもにとっての意味と
歴史的な成り立ちを考えます。

川西市の公的第三者機関で子どもの声をどの
ように代弁し、子どものエンパワ―メントにつ

ないで来たのかをお聞きします。

「声になった言葉」だけでなく、黙って過ごし
たりする姿も含めて、子どもの思いをどのよう

に受けとめているのか。
地域・学校・大人の関わりから、「子どもにやさ

しいまち」のあり方を考えます。

弁護士として子どもの声を聴く機会は
多くあります。

子どもたちはどんなことに悩み、
何ををつぶやいているのでしょうか。鳴滝西

鳴滝

樽井北
NPO法人 FAIRROAD

理事長
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